
 

定例記者会見 平成３１年４月２日（火）１１時～ 

場 所 庁 議 室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

総務部 人事課 

（電話０５９－２２９－３１０６） 

人事担当参事(兼)人事課長 

田中 啓介  

 

平成３１年度職務経験者６人が入庁 

～新しい時代へ踏み出す市政～ 
 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 



平成３１年度職務経験者
６人が入庁

～新しい時代へ踏み出す市政～

平成３１年４月２日



採用の多様性を実現

職務経験者採用の背景

津市へのＵ・Ｉ・Ｊターン就職や転職の実現

年齢制限のないキャリアの選択

ステップアップ・再チャレンジする機会を創設

５年間の採用者５８１人のうち約１割が職務経験者採用計４５人を採用
（平成２７年～平成３１年）

津市におけるメリット

市民サービスの
さらなる向上

①即戦力として活躍が期待できる
②複雑・多様化する行政ニーズへの対応
③組織力の強化・組織風土の活性化



事務職 ３人程度 １７７人 ５９ 倍 ４人 ４４.２倍

技術職（土木） ２人程度 １２人 ６ 倍 １人 １２ 倍

技術職（建築） １人程度 ５人 ５ 倍 １人 ５ 倍

看護師 １人程度 ６人 ６ 倍 ２人 ３ 倍

事務職 ３人程度 ２１２人 ７０.６倍 ６人 ３５.３倍

技術職（土木） １人程度 ２３人 ２３ 倍 ５人 ４.６倍

看護師 ２人程度 ５人 ２.５倍 １人 ５ 倍

平
成
28
年
度

これまでの職務経験者採用の状況について

事務職 ５人程度 ４０２人 ８０.４倍 １１人 ３６.５倍

技術職（土木） ２人程度 ２７人 １３.５倍 ２人 １３.５倍

技術職（建築） １人程度 １６人 １６ 倍 ２人 ８ 倍

平
成
29
年
度

平
成
27
年
度

平成

30年度

事務職 ３人程度 １７１人 ５７ 倍 ５人 ３４.２倍

言語聴覚士 １人程度 ３人 ３ 倍 １人 ３ 倍

募集職種 採用予定人数 申込者数 志願者倍率 採用者数 実質倍率

平成

31年度

事務職 ４人程度 １５６人 ３９ 倍 ４人 ３９ 倍



平成３０年度採用職務経験者の実績【事務職】

具体例①

森林の経営管理
（森林施業の計画・実施、立木・

丸太の売買、森林環境教育、

補助申請・検査事務等）

●森林経営管理法に関する事業化
・法施行に向けた事前準備
・森林環境譲与税を活用した事業案作成

●森林法関連の施策に関する業務
・津市森林整備計画の変更
・森林経営計画の認定や伐採届の対応

●みえ森と緑の県民税に関する事業の推進
・森林環境教育に関する企画調整
・林地残材搬出促進に関する対応 など

農林水産部林業振興室

配置職員の職歴 具体的な職務内容

間伐等の
森林整備を
実施

夏休み森と緑の親子塾 民間企業で培われた知識と経験を活用



平成３０年度採用職務経験者の実績【事務職】

具体例②

英会話学校講師・運営

●ＭＩＣＥ開催・誘致推進
・フランスオヨナ地域経済ミッション団の来訪に
おいて日英通訳
・東京オリンピックキャンプ協定に伴うカナダレス
リング協会視察団の市内視察に同行

●インバウンド観光事業の推進
・市内観光モデルコース英語版作成
・ 「高田本山専修寺ツアー」日本語・英語版案内
シナリオ作成

商工観光部観光振興課

配置職員の職歴

具体的な職務内容

語学力を生かし、新たな観光事業の創出

庁内の

シティプロモーター養成英語研修

「高田本山専修寺ツアー」 シナリオ

カナダレスリング協会

視察団に同行

オヨナ地域経済

ミッション団来訪の通訳



具体例③

●不法投棄への対応
・環境パトロールの実施
・不法投棄者に対する指導

●大型家具等ごみ出し支援事業
・平成３０年度４月から事業開始
・案内チラシ等の啓発文書の作成
・対象者宅への調査や書類受付
・家具等の収集作業

平成３０年度採用職務経験者の実績【事務職】

環境部環境政策課

配置職員の職歴 具体的な職務内容

公務（県外の警察）

即戦力として市民の安心を

大型家具等ごみ出し支援

不法投棄の環境パトロール



具体例④

新規事業開発、債権回収・
審査業務

配置職員の職歴 具体的な職務内容

ボートレース事業部経営管理課

●レース売上管理
・競艇場内及び外向発売所、場間場外
発売の売上金額を管理

●マーケティング分析による販売促進方法
の検討
・プレミアム指定席「ラウンジ」のＰＲ強化
・キャッシュレス投票の推進 （Ｈ31.4.3開始）

・場内多場発売の推進 （Ｈ31.4.3開始）

平成３０年度採用職務経験者の実績【事務職】

経営状況を分析の上、対策・立案し、
収益改善に取り組む

プレミアム指定席「ラウンジ」



職務経験・能力を生かせるよう配属先を決定 （計６人）

職務経験・能力 配属先

文化ホール指定管理
業務・運営・新規事業

文化振興課

主任介護支援専門員
介護予防ケアマネジメ
ント

地域包括ケア
推進室

総合病院勤務
児童発達支援
センター

平成３１年度職務経験者採用者の配属

言語聴覚士

事務職

事務職

職務経験・能力 配属先

ＩＣＴ活用
情報セキュリティ対策

市民税課

建築施工管理 財産管理課

経営戦略
情報セキュリティ対策

行政経営課

事務職

事務職

事務職



●平成２７年度から職務経験者採用を実施 （５年目）
現在、４２人の職務経験者が１５部３０課に所属

●今年度、職務経験者から初めて課長級に１人昇任

職務経験者採用から得られたもの

今年度も職務経験者採用試験を実施

新しい時代へ第一歩を踏み出す市政

２０２０年度採用予定 （詳細は８月上旬発表予定）

職員の意識の向上民間で培った技術や視点の活用

変わりゆく市役所の組織風土



 

定例記者会見 平成３１年４月２日（火）１１時～ 

場 所 庁 議 室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

農林水産部 林業振興室 

（電話０５９－２６２－７０２５） 

林業振興担当参事 

(兼)林業振興室長 

野村 尚生 

 

三重県の林業技術職ＯＢを採用 

～津市の林業行政の即戦力として～ 

 
 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 

 



平成３１年４月２日

三重県の林業技術職ＯＢを採用
～津市の林業行政の即戦力として～



専門職員採用の背景①

森林経営管理法の施行と森林環境譲与税の創設

市町村が主体となって、適切に管理されていない
森林の経営管理と森林整備を実施することが明記

森林面積（41,560ha）が県内1位の
津市は専門職員の人材確保が急務



専門職員採用の背景②

林業技術職員の出向について、よく検討したいと知事が回答

現役の林業技術職員の派遣は引き続き要望することとし、
三重県の林業技術職員ＯＢの採用を決めた

平成３０年８月 「平成31年度県政に対する要望」で、約150名の
林業技術職員がいる三重県に人的・技術的支援を要請

平成３０年１０月 市町職員の研修等により、技術向上に関する支援を
行うと県から回答

「平成30年度 県と市町の地域づくり連携・協働協議
会」総会で、再度、三重県に人的・技術的支援を要請

平成３1年２月



津市の森林整備推進のための体制づくり

さらに、森林経営管理法に関連した事業を円滑に推進するため

今年度、三重県の林業技術職ＯＢを採用

民間企業で培われた知識と経験

平成30年度に林業関連の職務経験者を事務職で採用

第１弾！

第２弾！

豊富な林政経験と専門知識、技術的見地

即戦力の人材を採用することにより体制の強化へ

農林水産部林業振興室に配属

農林水産部林業振興担当非常勤参与



森林・林業行政や普及指導など、長年培った
技術的・専門的な知見を生かしていただける人材

昭和５６年４月 三重県庁入庁 （林業技術職）

平成１８年４月 森林環境部森林振興室副室長

平成２１年４月 林業研究所総括研究員兼研究管理監

平成２５年４月 農林水産部木質バイオマス推進監

平成２６年４月 津農林水産事務所森林・林業室室長

平成２９年４月 農林水産部林業研究所所長

平成３０年４月 松阪農林事務所森林・林業室室長

平成３１年３月 三重県を定年退職 （３８年間勤務）

略歴

非常勤参与の氏名と主な略歴

氏名 堀部 領一 （ ほりべ りょういち ）



非常勤参与（林業振興担当）の主な業務と効果

・ 森林計画等に対する技術的支援・指導
・ 林業事業体等への技術的支援・指導

森林経営管理法の実施に伴う業務

・ 森林所有者との意向確認および助言
・ 各種計画の策定および業務の進行管理
・ 管理委託を受けた森林の中長期的な計画作成の調整、支援

・ 津市事務職員に対し、技術的知識や手法を継承

技術的・専門的な知見を生かした業務

津市は、美しい森づくりを推進し、大切な国土を守ります！
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